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第３８８回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２２年５月２３日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ８人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

    德山隆太郎 委員    富田 智晃 委員 

    大久保千春 委員    栁川かおり 委員 

    本宮 宏美 委員     迫  一成 委員         

 会社側出席者 

代表取締役社長              小山 章司 
取締役コンテンツ本部長          寺内 邦彦 
コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 
報道制作局長               竹野 和治 
報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 
合評番組プロデューサー          田中 泰輔 
事務局             道場拓哉  坂上 寿史 
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４ 議 題 

１） 番組合評 

「新潟一番サンデープラス」  

   (２０２２年４月１７日（日）１１:４０～１２:３０放送）  

 

２）会社報告 

① 放送番組の種別報告      （報告：番組審議会事務局） 

② ４月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

③ 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

④ 講じた措置、議事概要の公表    （報告：番組審議会事務局） 

 

３）その他 

 

５ 審議の概要 

  会社側からは、「日曜日のお昼の番組として幅広い視聴者の方々にご 

  覧いただいている番組だが、テレビ離れが進む若い層の人にもっと 

  見てほしいと、４月からＭＣ２名を入社４年目と２年目のアナウン 

  サーに変更した。生放送の番組だからこそやれることを考え、構成

を変え、ニュースや新型コロナ情報、天気という情報を冒頭に持っ

てきた。また、２５分という長い尺のＶＴＲの企画でも新しい情報

を取り入れるようにした。第２特集の枠も生中継にするなど、今を

伝え続けることでブランディング、番組の信頼性、情報価値の向上

につなげていきたい。今回は放送２日前にオープンしたお店を紹介

できた。ただし、取材先の選定や、見せ方の工夫、ＭＣのコメント

内容、中継部分など反省点も多かった。」という趣旨の説明があった。 
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（委員の意見） 

●新しい情報ばかりで、知らないところだけだった。１軒、２軒かと思

っていたらどんどんと出てきたのは感心した。 

●色合いや画角などによって、臨場感がなかったりおいしそうにみえな

かったりしていた。 

●生中継のコーナーは、収録の方がおもしろかったのではないか。生中

継がない週があってもいいと感じた。 

●番組の空気全体が初々しく、若々しい緊張感と一生懸命さがあり、応

援しながら見ていた。 

●出演者のあいづちやコメント、ジェスチャーも全体的に大きめで、何

か言わなければと肩に力が入っていたが、ほほえましく思えた。 

●お店のチョイスがジャンルに富んでいて、日曜日のお昼にたまたまテ

レビから情報をキャッチしたら、早速お店に行こうと思う人もいるだ

ろうなと感じた。 

●県外になかなか出られないということがあり、以前より県内の情報を

知りたいということが強くなってきている中で、番組が新しい情報を

たくさん取り入れているということがよくわかった。 

●次の週の１週間分の天気予報はすごく嬉しい情報だった。また、桜の

情報が細かく出ていて、Ｗｅｂと比べてもとても参考になった。 

●新型コロナの動向は細かい図にされていて、わかりやすかった。新潟

県は広く地域差があるため、パッと見てわかる点はよかった。 

●明るい雰囲気で始まったが、最初に暗いニュースが入ったところに違

和感があった。 

●フレッシュでいいと思いながら、やはりスタジオのＭＣの力が弱いと

感じた。生中継先から受けるコメントを頑張ってほしかった。 

●お客さんに楽しんでもらいたいと思っている飲食店の経営者の声を、

食べる人が引き出せるといいのではないか。 
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●生中継をしたお店の、ＳＤＧｓや農業と福祉が連携する「農福連携」

などの重要なキーワードがさらっと紹介されて、お店がどのような取

り組みを行っているかが十分にわからずモヤモヤした。 

●全体的に値段が高いという印象があった。機会があればリーズナブル

でおいしいお店などを紹介してもらえたら嬉しい。 

●最初にニュース、新型コロナ情報を伝えていたが、桜の話題から始ま

ってもいいのではと感じた。 

●コメント力は練習するしかないと思うので、これからを期待している。 

●新潟市内のお店が多かったので、村上市や上越市などのお店があって

もよかった。 

●紹介されたお店のホームページやＳＮＳを見るとすごい情報量が出て

くる。映像のリアルさや美しさ、情報の正確さはテレビの方が間違い

ないと思うので、これからも続けていってほしい。 

●日曜日にリラックスして気楽に見るということが出発点であれば、成

功していると思う。テレビからネットに視聴者が流れている中で、ネ

ットでは味わえないような雰囲気がある。 

●スタジオの役割があまりはっきりしていない。どういうことを言って

もらったらいいのかを考えて、キャッチャーとしてスタジオが受け止

められると番組に深みが出てきた可能性がある。 

 

６ 会社側の報告 

   １）放送番組の種別報告 

  ・２０２１年１０月～２０２２年３月 番組種別放送時間 

・２０２２年４月期基本番組種別表 

・２０２２年４月期基本番組種別タイムテーブル 

 

２）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

 ４月……２８１件 
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 ３）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２２年４月２５日) から、  

昨日(２０２２年５月２２日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

１） 前回第３８７回審議会では「佐渡推し！世界遺産へ深掘り金銀

山」を審議いただき、委員の意見は議事概要にて記者、制作ス

タッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員・スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第３８８回放送番組審議会の公表 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備しています。 

２)   当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

９ 参考事項（委員への配布資料） 

・第３８７回番組審議会議事録 

・２０２１年１０月～２０２２年３月番組種別放送時間 

・２０２２年４月期基本番組種別表 

・２０２２年４月期基本番組種別タイムテーブル 

・４月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２３７、Ｎｏ.２３８） 

・民間放送新聞（２２０２号、２２０３号） 

以上 


